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角
類
は
そ
の
内
成
に
概
ね
胞
子
類

、
條

一姐
類

、
吸
織
類

、
国

一一一一一類

釣
頭
---f
等
の
い
づ
れ
か
の
幼
仔
成
は
成
體
を
容

一術せ
し
め
て
一〇
る

。

こ
の
寄
生
一識
の
構
造
を
研
究
し

、
發
育
の
經
過
を
明
確
に
し
て

，
そ

の

一ni-・一一た
る
一 :

i
:

-一類
に
及
一は
す
被
--l-
の
程
度
を
認
定
す
る
の
は
整
た
必

要
で
あ
る

。斯
く

の
如
き
研
究
を
な
ほ
深
く
探
究
し
'
各
地
か
ら
採

集
し
た
同
種
の
魚
類
に
存
す
る
こ
の
容

．
-
:

-一一一照を
被
査
し
、
そ
の
種
類

の
異
同
を
辨

一一一，る
と
'
結
極
病
主
た
る
魚
類
の
、測
游
般
態
を
識
る
有

力
な
援
助
と
な
る
こ
と
が
知
れ
た

。

私
が
初
め
て
こ
れ
に
注
意
し
た
の
は

、
以
前
北
海
適
の
東
西
兩
海

…

一一 :一 :
の
各
地
か
ら
採
集
し
た
力

レ

イ

類
の
寄
生
一一一M-
-
主
に
胞
子
類
中
の

躍
胞
子
類
-
を
比
較
研
究
し
た
の
ち
で
あ
つ
た

。こ
の
腥
胞
子
類
は

三
屬
十
三
種
で
あ
つ
た
が

、
こ
の
兩
海
岸
に
共
通
の
も
の
は

、
種
類

は
少
く
數
量
も
位
少（--
あ
つ
た

。こ
と
に
こ
れ
と
對
照
す
べ
く
本
土

の
東
北
地
方

、
宮
城

、
青
森

、
山
形

、
新
潟
'
一開
并
等
の
'

五
縣
か
ら

採
集
し
た
同
角
の
寄
生
鐵
を
精
査
し
た
が
、
こ
の
種
類
は
全
く
北
一的

適
産
と
異
な
つ
て
各
特
有
の
も
の
で
あ
っ
た

。一着
し
假
り
に
津
輕
:

的

峽
を
越
へ
て
北
．海
道
と
一青
森
照
と
の
力

レ

ィ

が
相
一 :

-
:一--來
す
る
と
し
た

ら

、
必
ず
同

一
種
の
客
生
鐵
が
双
方
の
f
既

カ
レ

イ

に
出
現
」一。，'-
〈

、

き
理

で
あ
る
が
、
資
際
い
ま
--l-
で
そ
ん
な
事
資
は
な
い
か
ら

、
こ
の
方
面

よ
り
鑑
査
す
る
と
同
魚
の
、泗
游
は
津
前mr

．海
映
で
一遮
断
---;
れ
て
一〇
る
こ

と
に
な
る

。こ
の
著
想
は
後
に
文
献
を
調
へ
た
と
こ
ろ
'
北
米
合
茶

国

の
寄
生
一一一m
學
の
大
家

エ
チ

'ヮ
ー
ド
博
士
が
一既
に
・一，・一W一年
前
太
平
洋

産
サ

ク
に
就
て
述
ぺ

て
一一一-bた
。た
e
こ
の
間
題
を
裁
定
す
る
に
つ
き

特
に
考
慮
」一一一要す
る
は

、寄
生

一姐
が
地
方
的
の
も
の
か

、4
6

た
國
際
的
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'a - 第 卷 三 第

の
も
の
か
を
査
定
す

る
こ
と
で
あ
る

。も
し
そ
れ
が
國
際
的
の
-o

の

な
ら
少
し
も
こ
の
間
題
を
解
決
す
る
價
値
は
な
く

資
科
と
は
な
ら
な

い
o

例
へ
は
D
i

一一一一一一一o一一o
t

一一r iu
n
1

-

a
t

u

一一一一
E
（-
h
i

ー

一or
一一y一一c一一一一s
9
:a
d
j

等
は

度
く
-t-
界
に
分
・一一一・して
一〇
る
種
類
で

、
前
者
は
マ

ス

か
ら
人
間
へ

の

條
裁
、
後
者
は
サ

ク

、
マ

ス

、
タ

ラ
等
に
寄
生
し
歐
米
は
物
論
我
邦

に
も
存
在
し
て
一〇
る
か
ら
、洞
游
を
辨
知
す
る
標
一
識
と
は
な
ら
な
い
、
J

大
西
一一一一:-一一一一一サ
ケ

（s
-a一一uo
s
a
-

a
r

）は
歐
米
の
河
川
に
通
ll--
、
河
一一n一の

王
と
一一一一一一重
さ
れ
て
'
一平
く
か
ら
各
方
面
に
一n一つ
て
研
究
さ
れ

、
そ
の

寄
生
，船地
の
種
類
は
始
ど
識
さ
れ
て
一
〇--
）る
。こ
れ
は
大
一平

詳

産
サ

ケ

（C
ー

一co一'一一y
一一c-一一一，'
） :
-

一一一～一の
寄
生
一識
を
研
究
す
る
の
使
益
と
な
つ
て
利
得

す
る
と
こ
ろ
が
多

い

。
先
年

端
西
國
の
有
名
・一， :

-一一一一一 :- :

-
i

一一一一一一一一一・者
チ
ョ
ツ

ケ

博
-:
か
ら
門
下
生
一 :ー

イ

ツ
の
率
業
論
文
一-l--
-

一一Jo
S
a
-

a
r

「
．
i

一一一
E
i

n
e・

P
a
r
as
i
1

o
1

o
9
i

s

-

一一一 io-o
J
i

s
c

一一e
S
1

u
d
i

e

と
い
，」一、
簡
，-．r
に
内
容
を
識
明

す

る
と

、
サ

ケ
ー

一一一M
生
識
總
誠
と
も
い
ふ

一一、
き
冊
f
の
-ll-
時
を
う
け
た

，．一れ
は
こ
の
客

生
---f
に
關
す
る
一a-一
來
の
語

一一一一一一M
・一一一，一一一r:--一一一一一一J
検
し
た
集

成
で
、 :一一一一一一一・一有
益
な
編
著
で
あ
る

。本
書
に
よ
る
と
，
こ
の
客
生
一一一一

は
二
四
屬
-l-
六
種
で
あ
る
が
'
そ
の
幼
仔
や

種
名
来
:一一一 :の
も
の
-
-
-
-

一
控

除
す
る
と
二
三
Jla
三
八
種
で
'
そ
の
一一四
別
は
左
の
通
り
で
あ
る
o

一
」
a

八

（九
）

八二

一-llf
一〇
（二
〇

）

一〇
（一
一
）

九
（一四
）

四
月
中

旬
か
ら
六
月
上
．-

-
ま
で

一-一一一一一す
る
體
長
一-:一
'
六
源
の
一一一一一一角
を

多
數
挿
へ
て
i
、-ln
化
器
を
割
見
し
た
ら

、
吸

一雄
類
、

（． 'r
e

Sa
l

一uo
n
i

s
-

1lg
-llf
畑
C
y
s
t
i

（=
c
o
-

a
o
l

一co
r
h
y
n
c
l

-

i

一
釣
頭
f
M

期
A
c
a
一一一一一o
，

c
e
P
l

-

a
l

u
s

o
n
--;
r

一一一・n
c
一一一の
三
新
穗
を
發
見
し
た
o

寄
生
識
に
も
純
淡

水
性
'
純
般
水
性

、
半

淡
水
性

、
半
鹹
水
性
等
の
同
別
が
あ
っ
て
'

大
多
数
は
サ

ケ

の
-
6

だ
-ll-
中
に
接
息
す

る
こ
ろ
無
つ
た
食

一同か
ら
傳

染
す
る
か
ら
一細
' :

照
水
性

一． 一が
、・一一oた
A
b
o
1

-

-:-・
i

一一一一一
の
ゃ
う
な
純
淡

水
性
も
あ
る

。
い
ま
一，
-

・・一に
述
一一、
た
札
幌
の
・一一一一生一雄
は
無
論
純
淡
水

し
か
も
稚
魚
に
限
つ
て
存
在
す
る
ら
し
く

、
極
め
て
地
方
的

で
一短
時
的
の
，

，
l
，の
と
思
は
れ
る

。随
て
．:--
游
間
題
と
は
交
一一一一一は
な
い

が

、
か
4

る
部
角
、に
客
生
識
の
存
在
す
る
の
は
室
前
の
事
g

質
3
〇
特

i
-一・す
る
に
足
る
o

北
．流
道
及
び
北
性
地
方
の
サ

ケ

の
順一には
始
ど
九
割
ほ
ど
-l-
條
蟲

P
-

一一・'u
o
h
o

一一-
一一一一一一、Sa
l

一n
o
一一一 is
の
効
仔
-
-一一野一め
て
一〇
る
o

こ
の
最
後
の
宿

」‘は
他
の
一一一～ l一制
か
ら
推
せ
ば
板
船
類
で
我
近
海
の
特
産
ら
し
い
か
ら

こ
の
客
生
一一一の-
lf
の
な
い
サ

ケ

は

」
--
處
か
ら
．-一游し
た
も
S
で
は
な
い

。

し
か
ら
ば
力

ム

チ
ャ
ッ
力

方
面
か
ら
我
、近
:一一M :

、、
．:lE
、游
す
る
か
と
い
ふ

に
後
に
述
'

ぺ

る
や

う
に

:一一一一一我
の
容
生
一拉
に
全
く
同

一の
も
の
が
發
見

----
れ
な
い
か
ら
こ
の
一E
者
の
連
格
は
少
し
も
な
い
譯
だ

。

さ
て
'
北
-ll-
適
内
の
各
河
川
に
於
け
る
サ

ク
σ
、關
係
は
ど
う
か
と

い
，」一一と
、
資
料
が
ま
だ
十
分
-ll9
集
で
・
さ
な
い
が
、
要
す
る
に
特
生
紐

が

．一一an-
一一． -・-一一一く
、
い
も
っ
あ
る
の
は
前
述
の
條

一一9の
動
仔
ば
か
-l

）で
あ

的

頭

規

細

四

八

（一〇
）

計

二
三

（ニ
四

）

三
八

（五
六

）

備
考

括
孤
内
-:!:
紐
名
未
辞
の
-
の
・一一一一合
む

か
く
多
数
の
寄
生
蟲
中
大
西
洋
の
西
:一一一一一一一:に
産
す
る
も
の
で
歐
洲

産
と
:

:
ー

ハ

通
の
も
の
は
北
米
合
衆
國
で
は
條
-a
の
A
b
o
t

一一r i
u
n
-

c
r
as
、su
，

m
（B
-

〇
c
一一
．）一
種
加
那
陀
で
は
吸
・一一M一類
の
De
r
o
9
e
n
e
s

v
a
r
i

c
u
s

（M
i

u
-

）

一
種
の
で
あ
る

。
合
衆
国
に
産
す
る
他
の
二
種
は
同
國
特
産
で
、
加

那
陀
の
他
の
三
種
は
編
に
歐
洲
に
出
現
す
る
も
の
で
あ
る

。同
じ
く

大
一西

，
-
-一:-一一一f'
で
も

、
そ
の
東
西
兩
・

‘一一一一一一一:・
で
か
く
一一一一一一生
一一一一の
種
類
-
-
-一…一一一一に

す
る
は

、
と
に
か
く
種
類
に
甚
し
く
多

一罪
あ
る
は
'
西
海
岸
に
於
け

る
一一前
究
が
ま
だ
東
海
岸
の
ゃ
う
に

一一M-一一一一し
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
が

恐
ら
く

地
方
的
情
出勢
を
異
に
す
る
結
果
で
面
白
い
理
象
と
い
ふ

一一
き

で
あ
る
o

ハ
ィ
ッ
の
論
文
中
に

一
九
一
四
年
チ
ョ
ツ
ケ
ー

m
・
・r一と
共
同
で
，
東

カ
ム

チ
・一，ツ
力

で
沛
採
し
た
太
平
:

-

-

i
:

産
サ

ケ

族

（〇
n
c
o
r
一・一一一n
c

一一一一・
n
c

，

r
k
a
-

〇
・

一一一（，'
h
、一一一一'一一'ts
c
一一a-
〇
．k（
．・1
:
-

．
〇

．一一一一 isu
t

・c
ー

一a
）の
」一一・…・
生
蟲
を
礎
表
し
て

〇

る

。即
ち
一一一一一胞
子
期

一
屬

一
種

、
條

一必類
'
四
必
四
種
'
回
一一一一一一類

一風
一
種
'
一
動
一明
一一9一一類
一
屬
二
種
で
あ
る

。

そ
の
内
に
は
A
b
o一一一r i一1m
c
r
ass
u
m
-

E
c
h
i

n
o
r
一一yn
c一一us
9
a
d
j

の
や

う

な
國
際
的
の
種
類
が
あ
0
、
ま
た
戦
洲
と
多
少
共
通
す

る
p
o
-

・一o

，

8
e
c
u
1

n
c
a
P
s

一一一ar i
a

（R
u
d
・

）の
あ
る
の
は
大
に
注
意
す

一一一
．き
で
あ
る
o

私
が
サ

ケ

の
寄
生

一函を
初
め

て
研
究
し
た
の
は
約
八
年
以
前
で
あ

る
o

常
時
札
幌
の
北
六
條
西
十

二
一一J
目
邊
を
流
れ
る
小
川
に
'
年
力

る

。
ま
'つ

本
海
方
面

産
の
魚
の

類
'だ
け
が

準
類

一

吸

一一一一
類

こ
れ
で

生
…一一一を
異

石
，特
川
産

あ
る
と
r;
:
J

本
年
七

度
の
ォ
ネ

送
つ
て
く

と
が
あ
つ

さ
れ
な
い

も
の
と
ど

稀
有
の
も

價
値
が
な

置
い
て

'

一〇
る
o

寄

究
す
れ
ば

適
と
し
て

ま
た
そ
の

確
定
し
、

る
o

サ

ケ

角一業
の
一一一 :

で
は
石
特
川
n一一

一一一一一生
-la
を
被

一一一一

こ
の
河
川
に
-

石
排
川

C
'-一一〇一'〇
一一一一'・X一一

一一一一':一一．d i一一一一一0

み
る
と
サ

ケ
は

に
し

、
マ

ス
ー

に
は
缺
け
て
一，--

は
れ
な
い
o

月
中
句
練
習
，船

ツ
ク
ー一m :

で
、
マ

れ
た
が
、
そ
6

た
が

、
我
近
総

こ
の
端
形
一m

う
い
ふ
開
係
一一 :

，

の
ら
し
く

、
脇

い
や
う
だ
c

:一一

・一n一の
一洞
一一一一一方
E

生
鐵
は
自
然
'が

以
上
の
難
間
あ

は
'
な
ほ

一m一一一

沿
岸
諸
川
に
一一

こ
れ
か
ら
サ
・一一 ，表

と
し
て

一び
そ
の
支

一し
た
が
、

、け
る
特
徴

及

「一一一一川
一一一
，-- i

t

o
''en
一

大
平
n
-一:-

千

歳
川
-

形

類
は
，

示
め
し

一西
0
-

一1
〇
r
o
:n
-

一一、
ス

）C
】一．

、
．l-:-一一 iu一n

":一面
で
は
西
別
川
日

せ
選
ん
で
、
そ
の
所

術

ど
皆
無
で
腥
胞
子

し

一〇
る
o

c

一石
特
川
産

）腥
胞

」「類
一る
か
・

，
l:）こ

忍
路
丸
が

ス

、
ぺ

一一

陽
内
と
體

一特
産
の
p

一一は
ま
'

だ
よ

あ
る
や

不

一一，・一兩
者
の

業
合
衆
国

一一
、
速
度
等

一一興
へ
た
標

o

器
明
す
る

一一千
島
列
n

一一一す
る
も
の

洞

一一一一一間
願

別
川
産
-L

は
同

一
'f

川
産
開
一-

別

川

=一一9
i

，

．
a
一一te一一一一一

a
（-r
i

一'o
r

一一一e

一o
r

一一y一一c一一 i（マ
ス

）

:

l
c
-

l
-

一=
一一一 i一（マ
ス

）

」
は
全
く
そ
の
寄

が
、

一一一一一一一一一一類
は

完
全
に
連
絡
が

北
總
・一一二度
、
東
經

一
，

:
:一六

ス

を
．漁
渡
し

、
そ
の
内
臓
を

と
に
は
條
-1a
の
動
::

-
:・一と

一-一一服

一ob
o
t

一一一' lu
n一は
一
尾
も
發
見

財

究
し
な
い
か
ら
、
歐
米
の

「が
、
北
，m
適
0

）サ・・
，一，・，
に
は

l
-一一間
題
は
こ
れ
を
識
究
す
る

は

、
今
'

だ
に
標
識
に
重
き
を

語
間
題
は
解
決
せ
ん
と
し
て

だ
か
ら
、
詳
細
に

こ
れ
を
研

有

力
な
幇
動
と
な
る
o

北
海

於
け
る
容
生
f一一一を
調
査
し

、

構

一一一c一し
て

、
相
互
の
一
開
係
を

推
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ



数 - 第 卷 三 第

…

器

號

吻

端
か
ら

J---
船
分
岐
ま
點
で
の
間

吻
-

:一一e

同

防

一一一一一の
前
端
站
部
ま
で
の

間

吻

-
順

同

特
始
の
前
一端
一?一部ま（
の
間

吻
-
特

同

背
館
の
前
，端
基
部
ま

一-、の
間

物
-
背

同

-l-
館
の
前
端
基
．部
ま
で
の

間

吻

，・--lb

背
鯖
前
端
基
部
か
ら

lll-
館
前
端
恭
部
ま
で
の

間

-

，
:

l
．-ll-

同

特
確
f

前
船
一一一一一部
一-l-（
の
間

背
-
特

同

--l-
始
前
端
:

l
:一一一部
ま
で
の
間

一
行
-
:m

--l-
錯
前
端
:

l
:一一一'部
か
ら

一的一確
一前
一一一一 :-

-一部
ま
一一一・
、の
間

．-li-
順

同

一一一一:-M
M

前
端
菲
部
一一一一一--で
の
間

前
-
特

第

一例
（一一一 :和
五
年
十
月

:

-
:一．四
日
採
集

）

外
一部
觀
察

体
の
度

．一一は青部
容n
色
で
体
側
は
自
色
'
目
一一一E、色
の
蘭
點
が
あ
り

ま
--「。体
婚
は
通
常
の
も
の
よ
り
も
'
多

少
細
長
で
右
側
一面
よ
り
觀

る
時
は
'
背
時
の
後
方
部
直
下
が
隆
起
し
て
居
り

、
側
線
は
眞
直
を

な
さ
ず

。こ
の
部
分
よ
-り
後
方
は
多
少
一一m一部
の
方
に
向
つ
て
居
り
ま

す

、
そ
れ
故

一一一一一一一一が下
方
に
多
少
韓
'

的
し
て
居
る
事
を
外
部
か
ら
推

知
す
る
事
が
出
來
ま
す
o

更
に
背
部
か
ら
観
ま
す
と
体
は
e
典

直
を
な

さ
ず
青
略
の
部
分
で

一
時
右
側
に
轉
-tl-
し
て
後
'
ま
た
眞
直
と
な
つ

て
居
り
一一・6-l-
す
o

．

測
定
の
結
果
は

内
部
觀
察

外
部
か
ら
観
て
患
部
と
思
は
る
・
、一n一M一一開
と
特
始
の
間
の
降
起
部
を

背
部
か
ら
x
線
に
よ
つ
て
觀
察
す
る
に

、
背
推
は
前
方
よ
り
後
方
に

向
つ
て
一一f-一開
の
直
下
部
に
於
て

、
「
，

、」形に一E-
:

田

し
て
居
る
事
が

知
ら
れ
-

求

す

。（第
眞
第

一
參
照

）

!l-:
の
轉
--
部
を
詳
細
に
觀
ま
す
と
，一一-
始
の
前
端
の
所
ま
で
は
脊

一一一一一一国 :

稿
通
常
の
形
を
し
て
配
列
し
て
居
り
ま
す
が
'
後
方
に
向
ふ
に

從
つ
て
漸
次
1l--
居
し
'
其
の
最
も
觀
い
部
分
の
番
推
骨
間
一原
'
即
ja

帶
の
存
す
る
部
分
が
左
側
の
方

、
即
1-t1
属
部
の
左
側
が
右
側
の
も
の

よ
り
も
多
く
開
い
て
居
る
の
で
あ
り
--l;
す

。亦
そ
の
部
分
の
脊
椎
骨

か
ら
出
て
居
る
和
經
棘
は
右
に
偏
し
て
居
る
の
が
一一品
a
-
l一で

明
瞭
に
見

る
事
か
出
來
ま
す
o

E
・

i1l l ilh l f 背 l111 I物 l物 I吻リ ll1l 1吻
l 1 1 l l 1 l l 1 l
特1lli i山 特 1 度 加 l 背 特 a更1ti

四
八

、一n
癌

二
二

、五
組

三

一
、〇
一加
一a-

二
一一
、五
組

三
五

、〇
一加
一

一〇
、五
權

一
四

、五
一-lf

一三
、--
一概

一三
、〇
相

八

、'一一一:一一
-ail

科
観

あ
一m
一一一一 :一一一と
共
に
種
・一一一
新
ら
し
い
事
納
が
發
見
せ
ら
れ
'
亦
そ
れ

の
應
用
に
使
つ
て
'
一-
，a人
は
大
な
る
思
惠
を
受
け
て
一店
り
ま
す
o

一

八
九
五
'・一一一一-
レ

ン

ト

グ
ン

氏

R
o
e
一一1Rc
一一
に
よ
つ
て
一一
、一線
が
發
見
せ
ら

れ
て
か
'l
・

'
こ
の
x
總
を
物
理
學
上
に
成
は
解
學
上
に
應
用
せ
ら
る

に
一一一一一つ
て
、
そ
れ
を
利
用
す
る
色
々
な
器
一具
乃
委
一
装
置
が
考
集
せ

ら
れ
、
物
理
學
上
で
は
礦
物
の
結
一一一E
l一価

一一一一r-一--;へ
も
詳
細
に
推
知
す

る

事
が
出
來
る
様
に
な
り
、
亦
此
の
他
種
・

々

な
'一一E一驗
に
も
應
用
せ
ら
れ

て
一一一一一 :る
の
で
ぁ
り
ま
す

。顧
M
新

一一・上
で
は
?
i一一病
の
一一一一一断及
び
治
療
に
應

用
せ
ら
れ
て
居
り
・

ま
す

。就
中
骨
疾
、
結
核
'
l

-一一 :・願
の
疾
患
等
の
場

合
に

、x
繰
に
よ
っ
て
疾
病
の
場
所

'
献
態
等
を
推
察
す
る
事
が
出

來
る
の
で
あ
り
ま
す

。私
は
千
歳
能
節
解
化
場
に
て
發
生
し
た
虹
'

解

の
容
機
側
韓

一一 :

川

を

、
こ
の
x
線
に
よ
り
ま
し
て
観
禁
す

る
こ
と
が
出

來
ま
し
た
の
で
'
一・． 1
・・'
に
記
し
て
皆
様
の
參
考
に
供
し
た
い
と
．
思
ふ

の
で
あ
り
・一-一す
が
'
本
邦
に
は
此
の
種
の
報
告
が
未
だ
無
く
私
が
初

め
て
e
あ
り
ま
す

。そ
れ
で
外
國
の
文
献
を
調

一一、
て
見
ま
す
に

、
ネ

l
ヘ
ル

氏

B
-

'u
n
o
I
I
o
f
e
r

著
無
病
學
（一
;・L〇
四
年

）に
田
の
一一一一一一一一一一一一

序

言

側

一一，-fE
（s
k
o
-
i

o
，一一・
）
の
記
述
が
ぁ
り

、
又
ン
レ

ー
ン

氏

M
．r:・一rh一一

一一一 :

費
用
角
病
學
（一
九
二
四
年

）に
は
囲
の

『ス
コ
リ

オ

ー
ゼ
ー

以
外

に
虹
館
の
そ
れ
を
も
記
破
し
且
一一、一
變
用

，s出
を
も
附
し
て
あ
り
ま
す
が

私
の
觀
察
し
た
も
の
と
は
相
異
し
て
居
り
ま
す

。別
に
亦
fll-
類
の
番

一一一一一一n-::
理

:一…一と
し
て
詳
細
な
記
述
が
ぁ
り
ま
す
が
そ
れ
に
は
外
部
の
形

態
を
も
園
示
し
て
あ
り

、
そ
の
病
原
は

「レ
ン

ト

ス
ポ
ラ

、
セ

レ

プ

ラ
ー
リ
ス

」と
一一;z
ふ
原
生
一一一-l-によ
つ
て
因
る
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
居
り
ま
す
o

私
は
こ
の
疾
病
が
何
に
依

つ・
て
起
る
か
と
云
ふ
事
は

来
だ
研
究
し
て
は
居
り
・

ま
せ
ん
爲
め
此
處
に
論
・f i一
，る
事
は
出
來
な
い

の
で
あ
り-

）ます
。そ
れ
で
單
に
:

、一線
に
よ
一一・一一一内
部
の
一一一一態と
、
外
部

の
測
定
の
結
果
の
み
を
此
處
に
報
告
す
一一
，

-一次
第
で
ぁ
り
ま
す

。

一資

験

例

實
驗
例
を
記
a
i一一す
る
前
豫
め
測
定
し
た
る
部
分
に

一M一い
て
述
一一、
て

置
き
ま
す

。こ
の
測
定
は
從
來
の
魚
類
測
定
と
多
少
異
つ
た
點
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
研
究
の
便
宣
上
か
ら
取
扱
つ
た
も
の
で
あ
る

と
一一，--
，」一事
を
'
御
承
知
願
い
た
い
の
で
あ
り
ま
す

。

虹
鱒
「ス
コ

リ

オ
ー
ゼ

，
1

の
X
線
に

よ
る
觀
察

北
海
道
帝
囲
大
-a一農學
部

高

田

幸



例 - 第 ●上

r

・_一一一

l ,,

l

-;llリ .t部背例二第 日下

本
例
は
側
面
か
ら
の
x
線
窗

一見
が
な
い
た
め
左
右
に
-a
曲
し
て
居

る
像
の
み
知
る
事
が
出
來
ま
す
が
一商
'
順
に
も
多
少
E
-

-
:

曲
B
曲
し
て
居
る

事
は
側
線
が
直
線
を
し
て
居
な
い
華
か
ら
推
知
す
る
事
が
出
來
る
の

で
あ
り
ま
す
o第

一一例
（前
同
上
日

採
集

）

外
部
観
察

體
は
背
部
蒼
-

:

t一色
'
側
而
は
淡
一一一一色で
黑
色
の
斑
點
が
ぁ
り
側
線

に
沿
4
て
赤
色
の
維
帶
が
あ
り
ま
す

。

体
胆
は
普
通
の
も
の
よ
り
も
，
稍
体
高
が
低
い
様
で
あ
り
ま
す

。

右
側
而
か
ら
観
禁
す
る
時
は
'
9
1
:
:

始
と
順
始
と
の
間
の
部
分
が
降
起

が
ぁ
り
側
線
は
眞
直
を
な
さ
ず
背
-ie
の
部
分
で
少
し
-tl-
つ
て
居
る
機

に
見
え
ま-l-
す

。背
部
か
ら
翻
ま
す
と
青
1llf
の
-
約
後
方
の
直
下
及
1ltf
始

の
部
分
か
ら
右
方
に
E
-
:E

i
t t 1

し
て
居
る
一一一a-
・
の
体
は
此
の
部

分
で
鈍

い

一'
く
」字
形
を
し
て
居
り
ま
す

。

体
の
側
定
の
結
果
は

吻
-
尼

四
一n
、〇
組

物
I
l

m

二

一、五
-E

吻
1
特

二
八

、二
-a

切
一
-
背

二
〇

、〇
-E

動

1
--ll

三

一
、〇
-E

背
1
-l!t

九
、一一 :一演

青
部
か
ら
x
線
に
よ
つ
て
'
患
部
と
E
一一一は
る
・・・一部
分
を
寫
眞
に

9

し
て
見
ま
し
た
所

、
背
始
の
前
端
下
--l;
で
は

、
何
等
番
椎
に
は
国

一一一一一-

を
認
あ
る
事
は
出
來
ま
せ
ん
が

、a
H
-

n
の
直
下
部
で
一一一一一 :崎
は

、
左
側

に
一2
-
:m

l
l
i
l
t
i

し
て

「く
」字
形
を
呈
し
て
居

，
l-
，ま
す

。
一の
部
分
の
脊
椎

一
高
は
正
常
の
も
の
よ
り
も
多
少
前
後
に
壓
縮
r
-
----
れ
て
居
る
構
に
思
は

れ
ま---
す
o

こ
の
都
分
の
和
經
一銀
は
，
尖
端
が
右
側
の
方
に
1

H

-
つ
て
居
る
事
が

客
異

で
よ
く
知
る
事
が
出
來
ま
す

。（客
異

第
二
例
背
面
ヨ
リ

參
照

）

右
側
よ
り
x
線
に
て
観
ま
す
と
'
丁
度
一一一 :

=

館
:

の
直
下
部
の
所
で
背

推
は
一一::l-
部
に
向
つ
て
屆
し
て
居
つ
て
'逆
v
字
形
を
し
て
居
り
ま
す
o

jl-
の
部
分
の
番
推
骨
か
ら
出
て
居
る
和
經
尖
起
は
左
側（
-

容
:

…一性
が
薄

l

l
t

1
し
て
居
る
爲
め
他
の
部
分
の
も
の
と
そ
の
形
が
異
つ
た
機
に
見
ら

れ

、
和
經
孔
は
よ
く
見
る
事
が
出
來
:-l:
す

。
（-ili
ll-
第
二
例
右
側
ヨ

リ

參
照

）

本
例
は

一度
上
左
側
に
届［=i
し
た
審
椎
が
更
に
下
方
に
特
的
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
o

背
l

，特

背
-

:

mi
illl
，・，1m

:

測1l
-

，特

・

内
部
部

一察

=
-

一
、一n
複

一二
、五
-E

一二
、五
-llf

八

、〇
-E
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四
九
、一n
前
一

二

一一"i
、C
相

三
二

、一n
-3

二
五

、〇
秘

三
八

、一-・-一相
一三
、〇
一
洲

一
六
、一一 :-一和

一
六
、C
一和

一五
、C
期

一
〇

、〇
期

第
二
例

第

一一例

一一:一部
よ
-l--
撮
す

右
側
よ
り
撮
す

右
側
よ
--'搬
す

t:

第
=

一例
（前
同
上
目

標
集

）

外
部
觀
察

体
は
9n

:

部
素
黑
色
'

体
側
は
淡

一-常
色
で
赤
色
の
確
帶
が
あ
り

．
一一一一… '色

の
--li

lf
が
多
験
存
し
て
居
り
ま
す
が
'
順
部
は
自
色
で
あ
り
ま
す
o

右
側
面
か
ら
観
る
時
は

一
見
し
て
通
常
の
も
の
よ
り
も
体
高
が
大

き
い
と

:

一一一 :
ふ
事
が
知
ら
れ
ま
す

。側
組
は
眞
直
で
な
く
ル
=
一路
:

o

）所で

一
順
部

一S
方
へ
-H1
っ
て
居
り
ま
す

。そ
れ
故
番
推
は
一一=
順
に
一M
-
:m
し
て

居
る
事
が
大
体
推
知
す
る
事
が
出
來
ま
す

。

a
=
:

部
か
ら
観
ま
す
と
体
幅
は
一一一一書a
で
あ
つ
て
左
右
に
神
-=-
し
て
居

り
ま
せ
ん

。よ
つ
て
a
1lf
推
は
左
右
に
:一一W-
:

E
し
て
一一一 :一ない
も
の
と
推
察

せ
ら
れ
一一一6-l-
す
o

測
定
の
結
果
は

内
部
觀
察

l

'

体
-l--
か
ら
の
x
組

一・--一一一 j現
．
に
よ
り
ま
す
と
'
背
始
の
稍
後
端
部
直
-

の
所
で
番
推
は
届
----
し
て
居
り
ま
す

、
そ
の
形
は
逆
v
字
形
で
あ
り

ま
し
て
'
そ
の
内
角
は

一
二
一・一 :

:一-
度
の
角
度
一一一一一し
て
居
り
ま
す

。こ
の

患
部
の
存
推
骨
を
見
・
ま
す
と
'
一一一 ::
船:
の
前
方
よ
り
第
丸
番
目
の
始
條

の
附
近
一一一一一=推
骨
か
ら
始
ま
っ
て
，
a
n

始
:

の
最
後
一
略
條
の
附
一一:--S
i一一一 :

…
i一…一一一=
即
ら
幡

-
角
の
頂
點
を
し
て
居
る
骨
が
稍
變
形
を
し
て
居
り

、

そ
の
次
の
番
推
骨
の
一和
經
較
は

、一一一=
折
し
て
居
る
の
が
寫
眞
に
て
よ

く
知

ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
o

本
例
は
一一m-一・一一部
な
番
椎
博
御
症
で
あ
り
ま
す

。

以
上
の
三
例
を
此
に
總
括
し
て
見
ま
す
と
'

第

一
例

、
第
二
例
は
複
雜
な
るnn

推
側

一一一:m
一一一一で
あ
り
ま
し
て

第
三
例
は
一
単
純
な
一一一一一一一
．
n
一體
'

:

理一一で
あ
り
・

ま
す

。

終
り
に
臨
み
ま
し
て
一
資
重
な
標
本
を
貸
興
下
さ
い
ま
し
た
思
師
藤

m
前
r
-

，一及
，
渡
邊
助
教
投

、x
線
寫
眞
を
録
影
下
さ
つ
た
松
m
氏
及

相
盡
力
を
腦
は
り
ま
し
た
一一一一一一m
氏
等
に
對
し
ま
し
て

、一m出
一一m一の
謝
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

。

附
記

館
節
解
化
事
業
に
提
事
一一一一ら
る

、'
方
々
に
て

一着
し
-
1

i
'

歸
類

（他
の

魚
に
て
も
可
な
リ

）
の
略
形
又
一一l
病
無
の
-
の
が
あ
リ
ま
し
-
場

合
水
藤
事
門
部
義
敏
一一一一一驗
室

一一一御
送
り
下
さ
る
様
御
一M一ひ
中
し
ま

す
o

富
眞
一
読
明

第

一
例

一?
:

部
よ
り
搬
す

例 三 第 ●下 すi最リ .l1側右例二第 日上

l



八

道
内
鮭
館
孵
化
場
親
魚
捕
獲
數
の
增
減
、
～

」其
の
原
因

（一）

北
海
適
聴
水
産
課

商
用

藤

光

雄

適
内
に
於
け
る
各
解
化
場
の
一一一一講
規
無
柳
塑
数
變
選
の
跡
一一一一一見
る

と

、
其
の
抑
独
尾
数
が
年
・一 :

-

'a一一加
す
る
傾
向

の
も
の
と
'
年
・一一一
減
少

す
る
傾
向
の
・
6
の
と
が
あ
る
o

:

一一n一附
解
化
事
業
の
目
的
は
'
能一
館
和
'
旅
の
:ti-
班
を
囲
る
こ
と
に
あ

る
o

從
て
-l-
れ
を
年
力

繰
返
し
て
行
つ
た
な
ら
ば

、
い
や

が
上
に
も

此
の
'
-

一一一一一族
は
't-l-
加
:
-
-

一一な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。增
殖
の
結
果
は
一
方
に

は
能
館
-n
業
の
:

組

一理
物
を
增
加
し
'
又
他
方
に
は
河
川
に
遡
上
す
る

親
-lld
の
增
加
を
來
し
、一-品
然
姚
館
解
化
場
の
抑
波
す
る
規
角
、も
增
加

す

一一一
き
で
あ
ら
、
．-）。

然
る
に
解
化
事
業
を
經
續
し
て
行
つ
て
來
て

、
然
も
親
角
が
增
加

せ
'f i
，
反
つ
て
年
々
減
少
し
て
行
く

も
の
が
あ
る
と
云
ふ

こ
と
は
'
-

体
何
故
で
あ
ら
う

。恐
ら
く
は
解
化

一…一一一一薬
を
行
つ
て
も
一M

驚
の
・
培
殖

を
間
り
得
な
か
つ
た
と
解
す

一一一、一一～一
で
は
な
か
ら
ぅ
か

。果
し
て
そ
・一一・

た
と
す
れ
ば
こ
れ
は
解
化
一一一一・業
施
一

行
の
目
的
に
そ
は
さ
る
も
の
で
あ

つ
て
此
の
一一慨
，W--
一 :一一し
て
置
，・
事
は
出
來
な
い

。

依

て
以
下
に
適
内
各
解
化
場
の
一 :-・・
・一 :一一の
規
角一術
渡
数
が
如
何
に
變

一
選
し
た
か

、
而
し
て
減
少
し
（
-

'

，
・・
あ
る
も
の
は
何
が
其
の
原
因
で
あ

つ
た
か

、
之
を
調
べ
て
見
て
'
解
化

一:i・
業
改
書
の
資
に
供

し
度
い
と

思
ふ

。
道
内
各
聘
化
場
親
魚
捕
獲
數
の
變
遷

適
内
各
解
化
場
の
親
角
怖
独
数
が
從
來
如
何
な
る
傾
向
を
以
て
增

減
し
て
來
た
か

、
此
れ
を
示
す
爲
め
に
先
づ
道
内
各
解
化
場
親
魚
一
術

独
数
變
選
の
一一一表を
作
つ
て
親
載
す
る
こ
と
・

、一す
る

。

1lt.



一
能

霸
の
親
魚
と
な
る
年
齢
に
就
て

人
工
解
化
に

:

-
-
m一て
放
流
さ
れ
た
も
の
で
も
天
然
解
化
に
使
て
解
化

し
:一一Wに
出
た
・

，・f一
の
で
も
そ
れ
が
幾
年
か
經
て
後
に
親

，
lr一と
な
つ
て
産

卵
の
た
め
に
国
師
し
て
來
る
o

そ
の
成
熟
・

期
一

に
一選
す
る
年
齢
は
何

一成

で
あ
る
か

。そ
れ
を
調

一一、
て
見
る
と
和
類
に
使
て
異
る
こ
と
は
例
論

で
あ
る
が
同

一
種
類
に
於
て
も
個
体
に
依

り
雌
一一一一n一
に
依

り
或
は
年
に

依

て
年
一一一が異
る
の
で
あ
る

。こ
の・
一一航
態
に
一一一一一．て以
下

-

a E

要
・一一一・一一一一一一一一一、

て
見
度
い

。そ
の
前
に
確
館
の
年
齢
は
何
に
使
て
知
る
か
年
齢
の
査r

定
法
を
概
識
す
る
必
要
あ
る
と
思
ふ

。

鮭
一
廳
の
年
a-
査
定
法

一
般
一．．
～一一n一の
年
齢
は
人
間
と
異
て
生
年
月
日

は
明
瞭
で
な
い
か
ら

正
確
に
何
'

成

と
一X
ふ

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
産
卵
期
は
解
か
つ
て

居
る
か
ら
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
算
〈
，
る
こ
と
が
出
來
る

。然
ら
ば
幾

年
か
後
に
於
て
こ
れ
が
何
年
前
に
産
-

l
l
P
n

・

れ
た
か
と
一--
ふ

事
は
何
に

使
て
知
る
か

。
即
ち
隣

、・「石
'
骨
格
等
に
現
は
，
（
一一
-
・
-

成

一 :

-一一一の
記
號

に
:

-一一一る
か
fr
、の
大
さ
に

:

-一一一る
の
で
あ
る

。最
も
普
通
行
は
る
・・・・一
方
法

は
酸
に
理
は
る
・

、一一 :一一，輪
の
数
に
依
る
・一，-
．
・

の
で
あ
る

。離・
齢
も
こ
の
方

法
に
使
て
一一一一一一，船
の
査
定
が
出
來
る

。

一一一一一'瞬
の
鯨
を
一割
が
し
て
顯
微
鏡
か
一
解
大
鏡
か
で
-
期
へ
ば
E
形
の
地

の
中
心
を
園
ん
で
n一一一重
に
も
同
心
回
・一一一一描く
線
が
見
へ
る

。（一回
が
大

き
く
な
れ
ば

一
方
は
線
が
，-ln
へ
て
殺
か
な
い
部
分
が
出
來
る

。
-l-
所

は
概
が
一一一m-
一， l一一一一一に生
一一一
て
居
る
時
に
外
部
に
理
は
る
-』
所
で
線
一S

續

い
て
お
る
部
分
は
他
の
職
の
下
に
躍
れ
て
ぉ
る
所
で
あ
る

。）こ
の
線

は
魚
体
の
成
長
に
件
て
外
部
〈
'

增
加
し
て
行
く
が
成
長
の
良
い
本
更

に
は
線
の
開
隔
が
荒
く
酸
に
な
る
し
成
長
の
悪
い
秋
冬
に
は
狹
く
密

に
な
る

。そ
こ
で
疎
密
の
納
が
出
來
る

。缺
密

一一一一識何
れ
を
年
輪
と

し
て
も
差
支
〈
'

な
い
が
一一一n :
通
將
な
る
部
分
即
ち
冬
の
年
輪
を
と
つ
て

一一

田

男

鮭

館

講

話

（ m

講

義

〇
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◆
さ ,,A.,,期

一 第

_ .l〇 二
/11:・:1 1fi期

本

年

度

本
年

度
第

一
期
（初
．漁
よ
り-

）九月
来
迄

）、
第
二
期
（十
月
中

）-一一a一漁

整
高
は

二
九
、八
-ll-
六
石
で
、
前
年
同
期
に
比
す
る
と

五
、八
六

一

石
の
增
收
と
な
る

。尚
大
正
十
四
年
よ
り

」

E
n

和
四
年
に
至
る
五
ヶ
年

間
の
同
期
平
均
漁
班
高
に
對
比
す
る
に

四

、三
九
五
石
の
增
收
で
あ

る
o

昭
和
五
年
度
第

一
期

、第
二
期
鮭
漁
獲
高

支
笏
湖
の
」S一
距
觀
魚
補
渡
標
卵
成
一附
一に
就
て
は
、
別
項
消
内
解
化

場
親
角
'
抽
波
操
・
那
．
掀
況
の
観
に
掲
械
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
同
湖
は

数
年
、以
前
よ
り
姫
館
の
器
殖
不
況
に
陷
り
特
に
最

近

一
'
二
年
は
卵

集
養
納
病
な
る
も
の
發
生
し
、
姆
め
に
始M
ん
ど
審
，孤
力
を
失
ふ
に
至

つ
て
居
つ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
水
産
試
驗
場
で
は
大
正
十
一五
年
度
か

ら
ゥ
ル

モ
一一ッ
解
化
場
産
一一 i

一碼
卵
を
移
殖
し
て
所
調
人
篇
的
陸
封
型

一一一解-u館の
一一一…一一一策を
講
じ

、
之
れ
が
見
事
に
成
功
し
て
今
回
の
器
施
ル一

見
た
わ
け
で
'
湖
沼
利
用
の
養
殖
上
に

一
新
-ll-
元
を
-llf
す
る
に
一一一・一・ :

つ

た
も
の
と
稱
す

、
-

き
で
あ
る
o

支

笏

湖

の

姫

總

年

次

大
正
十
四
年

大
正
十

一一F一年

昭
和
二

年

昭
和
三

年

llN
和
四

年

平

均

一
．
、一一有
一一六
・一一一一一0

量
、一一一一

一一一'ハ
、0一一一一一

一大
、一美
0

量
、---
n

重
、興
一

尚
最
近

j
lー

ヶ
年
間
の
漁

塑
f
左
の
如
し

。

石
一一:--
・一ハ

一n一

r
-

。一

一三0
一
一一一:
一・一一一一

入
a
-
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=一ル
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1

一
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鮭
卵
卵
膜
病
發
生

一
情
山
-E;
上
'
，國
村
解
化
場
で
は
客
年

一
月
中
四
年
度
採
卵
の
一一一一一一一卵

の
一部
に
卵

膜
病
が
援
生
し
た
が

、
-l-
年
度
卵
，

に
も
一一一 :一び
發
生
'
收

容
卵
二
i-
二
十
七
万
粒
餘
中

、
‘稲
病
卵
数
九
十
万
粒
此
の
内
約
三
十

%
が
死
減
す
る
に
一一一・一一つ
た

。一一一一一一一一一．-一策
と
し
て
過

一、
ン

ガ
ン

般
加
-f-
液

消
一一一'n
を
行
一U
（'-，
・・'
あ
る

。尚
水
産
試
驗
場
か
ら
も
係
官
出
張
一一一 :-一
地
に

調

一一一一一し
た

。目
下
病
勢
表
一一一
今
後
增
加
せ
さ
る
見
込
で
あ
る

。

次
に
西
別
解
化
場
で
も
本
病
特
一生
、
收
容
卯

一
千
二
一自
一力
粒
中
稲

病
せ
る
-o

の
約
二
百
二
十
万
粒
'
前
同
様
過
マ

ン

ガ
ン

酸
加
里
液
に

て
淌
一一一a一し
っ
・・・一あ
る

。
尚
解
化
場
で
は
十

二
月
初
よ
り
一一一-
卵
の
收
容

を
・一-
・一一:
し
'
シ
ュ
ヮ
ン

ド

採
卵
場
標
m一-の
も
の
は
根
室
一一一一，?--一別
及
上

當
幌
解
化
場
に
收
容
e
こ
，
-
，J

・
、・一
し
た

。

昭
和
五
年
度
に
於
け
る
難
館
解
化
場
新
設
又
は
一一一 :
:

設
改
造
獎
・

出
金

及
解
化
事
一器
一面
金
の
總
豫
算
額
は
三
一力
八
千
一自
九
十
-i-1
に
し
て
之

れ
を
昨
年
に
對
比
せ
d
五
分
の
減
少
で
あ
る

。本
年
度
中
觀
に
指
令

あ
り
た
る
も
の
は
左
記
の
通
り
で
あ
る

。

新
設
又
は
增
設
改
造
の
部

三
〇
〇

一〇
〇

九

、〇
〇
〇

六
〇
〇

一一一
〇
〇
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〇
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〇
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〇
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〇
〇

一英
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五
七
-fll

二
七
〇
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、二
七

一
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、五
七
一一一 :一

六
、三
〇
'五

事

業

の

部:
解
化
場
名
一

合

一
堀

株

一一一
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-

一一一
別

一

合

一
来

太
一

u
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合
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実
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同

會

報

會

員

-
-?「 i息

前
m
一一一一一n一一今
般
日
高
國
染
一
退
解
化
場
に
動
助
せ
ら
る
．、一こ
L
， J

・・・一
な

れ
り
、
住
所
は
靜
内
部
靜
内
村
市
父

染
退
解
化
場
内

。

會
費
領
收
報
告

東
京
水
産
新
聞

日
本
水
政
新
聞

水
産
新
報

的

人一=



會

告

一、隔
和
四

、五
年
度
會
費
納
入
方
御
願

昭
和
四

、rn

一年
度
會

一M一一を
な
る
べ
く
連
に
御
納
入
下
さ
る
標
會
員

各
位
に
御
願
し
一r6-l;
す

。

一一
'
寄
稿
歡
迎

本
會
は
會
員
た
る
と
否
と
を
開
は
;
能
韓
解
化
事
業
に
開
す
る
論

識
、
資
科

、
文
整
は
勿
論

、
會
一 :

一一一 :一講一一n
の
情
報
其
の
他
參
考
と
な
る

べ
きc
事
項
大
小
に
開
せ
・
ず
御
投
稿
を
做
迎
致
し
ま
す
o

一一aつ
て
御
寄

穂
を
御
願
ひ
数
し
ま
す

。（．原
一一m
科
と
し
一-・一一M一
謝
一一一一一一Sし
ま
す

）

三

'
質
疑
應
答

本
會
は
能
館
解
化
事
業
に
開
す
る
請
種
の
質
間
に
御
答
一一
致
し
ま

す

。御
運
'曽
な
〈
御
中
出
下
さ
い

。

四

、受
托
事
務

本
會
は

:一n
-

，9
解
化
事
業
に
開
す
る
各
種
の
設
計

、
艦
定
其
の
他
願

書
類
の
作
成
o
）委
託
に
應
じ
ま
す

。料
金
は
左
の
通
り
で
す

。

一
、
姚
館
族
解
化
場
又
は
養
一一一一一一池
の
設
計

出
'

蟀
人

エ
解
化

場

一
件
に
っ
、'--
-

一一一十
圖
以
上

:

-

:
K

の

一m

一件
に
っ
4
-

十

国
以
上

二
、
養
殖
用
器
具
の
設
計
又
は
一
鑑

一一一ル
一件
に
っ
、、一一一
五
国
以
上

三
、
養
射
用
水
族
の
一E
定

一件
に
っ
、一一一-

一国
以
上

四

、
養
一川
に
開
す
る
願
書
類
の
作
成

一
件
に
っ
・

き

一国
以
上

右
の
他
實
地
調
査
を
要
す
る
場
合
は
之
れ
に
要
す
る
資
費
を
申
受

け
・
ま
す
o

五

、廣
告
引
受

本
會
は
會
員
其
の
他
の
方
々
の
御
使
一一一一一を
計
る
目
的
を
以
て
左
の

科
金
に
使
つ
て
成
告
を
御
-引
受
致
し
-
-
・
6

す

。御
一一一一一一一一fの
方
は
本
會
宛

御
中
込
下
さ
い

。

1一一一告料一頁
一
国
十
圓

生
・一一 :一一一一
同
一-ll-
日

四
分
の
一一員
一
同
二
国
五
十
鐘

八
分
の
一一
員

一囘
一
国
二
十

五
銭

尚
一器
一o興
版
入
り
の
場
合
は
右
料
金
の
倍
額
を
中
受
け
ま
す

。

六

、會
員
募
集

解
化
事
業
に
開
係
を
有
す
る
も
の
で
来
一一一?
入
會
し
て
居
ら
な
い
向

に
對
し
て
は
會
員
話
一一一一に於
て
極
力
御
初
誘
の
上
入
會
方
御
盡
力
を

願
ひ
ま
す

。

「::'解
化
場
寫
眞
裏
集

本
誌
口
結
と
し
て
解
化
場
又
は
解
化
事
業
に
開
係
を
有
す
る
寫
眞

一一一一一一一一號掲
載
致
し
度
い
と
思
ひ
ま
す

。御
持
合
の
第
-R
な
る

一一一
く
原

板
御
客
附-
を
願
ひ
ま
す

。
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ハ
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店
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細

'孵
化
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l
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解
化
槽

、受
卵
器

一
、ァ
ス
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ア
ー一一一．，
ト

（
流
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）塗
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、一プ
レ

ビ
ン

汕

、各
種
染
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一
、一継
甲

紗
（
卵
掬
用
）海
總

一
、醫
源
藥
品

、工
業
藥
品

、高
名
實
藥

一
'
山
本
藥
院
製
割
衛
生
材
料

孵
化
用
器
具
製
作
發
賣
元
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山
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勝
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工
作
部
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